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My-ラップ通信は、My-ラップのオーナー様と、
My-ラップ運用チームを繋ぐ架け橋です。
毎月、お届け致します。

『Ｍｙ-ラップ/オーナー』の

貴方様に

Ｍｙ-ラップ通信



- はじめに -

日頃より当社商品“SBIグローバル・ラップファンド(安定型／積極型)(愛称：My-ラップ)”を
ご愛顧頂き、ありがとうございます。

当月は4月の運用環境の背景と、コラムでは「分散投資のススメ」をテーマにして、詳しく
お話しいたします。

今後とも、グローバルでの投資環境、運用状況、トピックス等について説明致しますので、
末永いお付き合いを、よろしくお願い申し上げます。

平成29年5月

SBIアセットマネジメント My-ラップ運用チーム
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4月は、シリアや北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりから、リスクオフムードになり、世界的
に株式売り債券買いが進みました。また、米トランプ大統領のドル高牽制を示唆する発言
や、低金利政策の肯定など、中道寄りのスタンスの発言も材料視されました。

これまで堅調だった米国株はもみ合う相場展開となり、急速にドル売り円買いが進みまし
た。欧州はこれまで英EU離脱や先に控える選挙を意識した通貨安によって株式市場が
堅調となっていましたが、市場の関心は再び政治イベントが焦点となりました。当初はフラン
スの選挙にて、5月に控える決選投票が極右（ルペン氏）と極左（メラション氏）の候補
者になることを嫌気して、欧州株式相場は軟調な展開となりました。

しかし、第1回投票で親EUの中道のマクロン氏が決選投票に進出する見通しになると急
速に買い戻されました。日本株はドル／円が1ドル108円台まで円高が進んだことで下落
基調となり、日経平均株価は一時18,200円台まで下落しましたが、下旬に欧州株が上
昇に転じ、日本株も反発、再び19,000円台に乗せました。（日経平均株価は前月末
比＋1.52％）。
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（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
※データ期間：2016年10月31日～2017年4月28日
※2016年10月31日を100として指数化
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日経平均株価 ダウ工業株30種平均 香港 ハンセン指数
ブラジル ボベスパ指数 英国 FTSE100 ドイツ DAX

各国の株価指数の推移
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安定型 積極型

プラス寄与
 グローバル債券
 先進国（除く米国）債券
 新興国債券

 欧州中小型株式
 米国中小型株式
 新興国大型株式

マイナス寄与
 ヘッジファンド（ヘッジあり）
 先進国大型株式
 為替（円高・ドル安）

 先進国（除く日本）大型株式
 為替（円高・ドル安）
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当面は、米国の株式市場が堅調に推移すると見ていることから、先進国（除く日本）大型
株式、米国中小型株式の配分を若干増加させる方針を維持します。一方、債券市場はやや
軟調に推移する見通しも変わらず、日本債券、グローバル債券、先進国（除く米国）債券、
新興国債券の配分を若干減少させる方針も持続します。

今後、世界の金融市場は当面、米国の政策動向や欧州の政治イベントなどを見守りな
がらも、世界経済の緩やかな回復基調を背景に、底堅く推移するものと想定されます。

このような中、My-ラップの4月28日現在の基準価額は、安定型9,936円（前月末比
▲0.08％）、積極型10,203円（前月末比＋0.25％）と、当月は、ほぼ横ばいの収
益率となりました。

4月の上昇・下落の主な要因は以下の通りです。

今後の運用方針今後の運用方針
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分散投資のススメ

■分散投資①(投資先資産の分散)
「卵は1つのカゴに盛ってはならない」という有名な格言があります。これは1つのカゴに卵をすべ
て盛っていたとき、何らかのアクシデントによりカゴを落としてしまうと、全部の卵がダメージを受け
てしまいますが、卵をいくつかのカゴに分けて盛れば、1つのカゴにアクシデントが起きても他のカゴ
に盛った卵は安全だという考えです。これを投資に置き換えると、ある国や銘柄、業種に偏った
投資をしていると、その特定の投資先が下落に見舞われた時に損失が大きくなってしまうため、
特定の分野に偏った投資は避け、様々な国や資産に分散して投資を行った方がよいということ
を指しています。日本の厚生年金と国民年金の年金積立金を運用している年金積立金管理
運用独立行政法人(GPIF)も4つの資産クラス(国内債券、国内株式、外国債券、外国株
式)へ投資を行っています(2016年12月末現在)。

本ファンドでも株式や債券、先進国や新興国等、様々な資産クラスへ分散投資を行い、
My-ラップ安定型で8資産クラス、My-ラップ積極型で11資産クラスへ投資しています。資産を
分散することにより大きな下落リスクを抑えることができますが、下落リスクをゼロにすることはでき
ません。以下は本ファンドの設定来の基準価額の推移です。

2015年6月のギリシャ問題、8月のチャイナショック、2016年初の原油価格下落による先行
き不透明感などで世界の株式市場が大きく調整した場面で、My-ラップの基準価額も大幅に
下落する場面が多々ありました。
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-コラム-
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※基準価額は信託報酬控除後の値です。
※データ期間：2014年12月11日～2017年3月31日

（円）

設定来(設定日：2014年12月11日)の基準価額等の推移



-コラム-
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■分散投資②(投資するタイミング(時間)の分散)
ここからは、時間を分散するお話をいたします。日々値動きがある資産に投資するとき、安く
買って高く売りたいと考えるのが常ですが、今後どのような値動きとなるのか分からないのが投資
の世界です。そのため、2回以上に分けて購入することにより、一番高い値段で購入してしまう
リスクを減らそう、という考えが時間分散です。一般的には「ドルコスト平均法」とも言われていま
す。

先にお話しした「卵は1つのカゴに盛ってはならない」という格言は資産分散の重要性を表して
いますが、“卵をカゴに盛るタイミング”つまり資産購入の時期もまた大切になってきます。もちろん
売却するときも同じ考えに則れば、売却のタイミングを複数に分けることにより、一番安い価格
で売却してしまうリスクを、一度に売却してしまう場合と比較して減らすことができます。

■資産分散と時間分散の組合わせによる長期的な投資

これまで資産や時間を分散する投資方法は、大きな値動きとなるリスクを抑える方法であるこ
とを紹介してきました。これにより短期的に大きな値上りを期待することは難しくなるものの、
長期的には投資元本割れのリスクを抑えつつ運用益を目指す投資方法といえます。

以上
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●本資料は、SBIアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、完全
性について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。●本資料中のグラフ、数値等は作成時点の
ものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。●投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は
変動します。したがって、元本保証はありません。●投資信託の運用による損益はすべて受益者の皆様に帰属します。●ご購入の
際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。
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ファンドの関係法人

委託会社
SBIアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第311号
加入協会 ／ 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
（信託財産の運用指図、投資信託説明書（目論見書）及び運用報告書の作成等を行います。）

投資顧問
（助言）

モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1106号
加入協会 ／ 一般社団法人日本投資顧問業協会

受託会社 三菱UFJ信託銀行株式会社
（ファンド財産の保管・管理等を行います。）


